
種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

3/1 静岡 朝31 ▲ 浜松キャンパスで実験中にバルーンのひもが切れ飛び去る

3/1 読売 朝27 ▲ 光医工学研究科
学術研究員

グナチュークさん
ロシアのウクライナ侵攻で故郷の惨状を思い不安な日々を過ごす

3/1 朝日 朝23 ▲ 学生　財津さん マナー違反・暴行の現場に遭遇した際の体験談を語る

3/2 静岡 朝24 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 『時評』「法令の不遡及」について解説

3/2 中日 朝13 ◆ 農学部・専攻
八幡昌紀准教授

学生　島田さん
オリーブの産地化を進める掛川市から委託を受けた苗木育成研究成果を市長に報告

3/3 静岡 朝9 ◆ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 ビジネスチャンスをテーマにした全8回の連続セミナーを4月から月1回開催

3/3 静岡 朝24 ▲ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 『時評』伊豆東部火山群の海底噴火について解説

3/5 静岡 朝18 ◆ 自衛隊静岡地方協力本部が静岡キャンパスで仕事紹介の講義を実施

3/6 静岡 朝18 ◆

3/8 中日 朝12 ◆

3/9 朝日 朝23 ◆

3/13 毎日 朝28 ◆

3/6 静岡 朝19 ◆

3/11 読売 朝27 ◆

3/8 中日 朝14 ▲ 卒業生　藤森さん
『おはよう』静岡市で「社会派弁護士」として50年以上のキャリア

開学以来初めて在学中に司法試験に合格

3/9 中日 朝1 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 『「防災最新県」の現在地』防潮堤と住民避難についてコメント

3/9 静岡 朝25 ◆ 人文社会科学部・研究科 楊海英教授 『時評』ロシアや中国の不義の戦いについて解説

3/13 静岡 朝20 ◆ 人文社会科学部・研究科 留学生　クインさん 静岡県内の留学生がインターンシップに参加、県内企業で働く魅力を学ぶ

3/13 静岡 朝23 ◆ 学生　藤本さん
県内外の高校生と大学生が防災活動を行う団体「New Universal Act」がNPO法人化　藤本さんが理事を

務める

3/15 静岡 朝25 ▲ 人文社会科学部法学科（夜間主）で欠員募集

3/15 毎日 朝5 ■ 人文社会科学部・研究科 大原志麻教授
中世の欧州で飲まれていた「グルートビール」復活プロジェクトが始動

中心は静岡大「発酵とサステナブルな地域社会研究所」

3/17 静岡 朝30 ▲ 静岡大の男子学生寮「雄萠寮」が24年3月で閉寮

3/18 静岡 朝22 ●

3/18 中日 朝15 ●

3/24 静岡 朝22 ●

3/18 静岡 朝21 ● 教育学部・研究科 附属島田中学校
アフターコロナを見据え外国人観光客用のパンフレットを製作

富士山静岡空港の国際線到着口に置かれる

3/18 静岡 朝8 ■ 人文社会科学部・研究科 白井千晶教授 「内密出産」制度化への課題について解説

3/20 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』ウクライナ危機について解説

3/20 読売 朝24 ■ 理学部・専攻 原田賢治准教授 公開シンポジウム「21世紀は災害の世紀か－生命と大地－」で津波災害について講演

3/21 静岡 朝15 ● 理学部・専攻 石原顕紀准教授
理学部が高校生対象の見学会「体験！サイエンスラボin静岡」を開催

石原准教授は「今後も定期的な開催を」と話す

3/23 静岡 朝30 ▲ 日詰一幸学長 文理融合の新学部「グローバル共創科学部（仮称）」を国に設置申請

3/23 静岡 朝11 ● 教育学部・研究科
小林朋子教授

附属静岡中学校
附属静岡中で「レジリエンス教育」の授業を実施

3/24 読売 朝5 ■ 未来社会デザイン機構 小山真人教授
東京大・静岡大らの共同研究で、素粒子の一種「ミューオン」を利用し火山内部の構造を3次元画像で可視

化することに成功

3/25 静岡 朝4 ▲ 理学部・専攻 森下祐一客員教授 リニア問題についての専門部会で「薬液注入」工法で対応可能な水圧の説明を要請

3/26 静岡 朝23 ■ 静岡大と東京海洋大がオンラインで研究交流会を実施

3/26 毎日 朝26 ●

卒業生　吉村さん

学生　岸さん、小島さ

ん

『しずおかキャンパる』増える学生時代の起業　働き方多様化へ

学位記授与式を挙行

教育学部・研究科

岡島いづみ准教授

朝間淳一准教授

塩田真吾准教授

工学部・専攻

教育学部・研究科

3/12 静岡 朝21 ▲

静岡大と浜松いわた信用金庫が産学連携賞表彰式を実施

静岡大の研究者3人が表彰を受けた

3/18 中日 朝12 ▲

塩田真吾准教授 静岡大・静岡県警が共同開発した教材を使用し、中学生に授業を展開

静岡大学学生防災ネッ

トワーク

学生　高橋さん

地域の親子連れを対象にイベント「2022大学生と学ぶ東日本大震災」を実施
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掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

3/29 静岡 朝23 ▲ 日詰一幸学長
静岡ロータリークラブとの、地域創造インターンシップ（職場体験）実習講座の期間を延長する変更協定

を締結

3/29 静岡 朝29 ▲ 電子工学研究所 三村秀典教授 15年に渡って所長を務め、人材育成や研究環境の整備に尽力した三村教授が定年退職　今後は特任教授へ

3/29 中日 朝30 ▲
日詰一幸学長

山本義彦名誉教授
静岡大の教職員有志231人が連名でロシアによるウクライナ侵攻への抗議声明を発表

3/30 中日 朝16 ▲ 理学部・専攻
徳元俊信教授

留学生
NPO法人「浜名湖フォーラム」と共同で、浜名湖のアマモ再生を目指して苗植え

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

2/1 静岡 朝25 ▲ 未来社会デザイン機構 小山真人教授
トンガ沖で発生した海底火山の噴火は「マグマ水蒸気噴火」とみられ、この種の噴火では異例の規模だっ

たことを示した

2/2 静岡 朝21 ◆
静岡大とグローバル人材サポート浜松が「グローバル人材・アントレプレナーセミナー」をオンライン開

催

2/2 静岡 朝1

2/3 中日 朝28

2/4 静岡 朝29

2/4 中日 朝12

2/4 日経 朝33

2/8 朝日 朝19

2/5 静岡 朝27

2/5 静岡 朝29

2/5 中日 朝23

2/23 静岡 朝29

2/5 静岡 朝3 ▲ 『社説』静大浜松100年　医工連携の強みを磨け

2/6 静岡 朝21 ◆ 理学部・専攻 奥野健二名誉教授 静岡市の中学校で出張授業「放射線の基礎～放射線を正しく知って、正しく恐れるために」を開催

2/6 中日 朝12 ▲ 教育学部・研究科 附属島田中学校 はごろも教育研究奨励賞/学校賞を受賞

2/7 静岡 朝2 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 「南海トラフ地震臨時情報」の周知徹底について指摘

2/5 朝日 朝26 ▲ 農学部・専攻 稲垣栄洋教授 雑草の自然界での成功戦略について解説

2/9 静岡 朝28 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 『時評』災害情報の「空振り」　丁寧な議論を

2/10 中日 朝11

2/15 静岡 朝8

2/13 静岡 朝3 ▲ 『社説』静岡地区大学連携　「知の集積」で存在感を

2/13 静岡 朝26 ◆ 日詰一幸学長 静岡大、伊豆半島ジオパーク推進協議会と包括連携協定を締結

2/13 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』「ガバナンス」について解説

2/16 静岡 朝22 ◆ 人文社会科学部・研究科 学生　野尻さん
「I love しずおか協議会」と静岡大らが連携し、静岡市内の企業や商店街の魅力を発信するパネル展示会

を開催

2/17 毎日 朝23 ▲
旧制静岡高校と浜松高等工業学校が創設100周年

静大未来創生本部を4月に設置し次の100年を見据えた改革へ

2/18 中日 朝11 教育学部・研究科

2/19 静岡 朝22 地域創造学環

2/20 中日 朝5 ◆ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』「ふじのくに地域・大学フォーラム」について解説

2/21 静岡 朝19 ◆ 防災総合センター 今泉文寿教授 静岡市で開催の防災対策を考えるイベントで講演

2/22 静岡 朝18 ● 静岡大・静岡英和学院大の学生らが高校生向け選挙啓発冊子「選挙トリセツ」を作成

2/23 中日 朝13 ▲ 「静岡大学将来構想推進会議」の作業部会で改めて創設予定の新学部を紹介

2/23 静岡 朝9 ◆
しずおか焼津、浜松いわた両信用金庫が静岡大と連携し取引先企業と留学生の国際交流会をオンライン開

催

2/25 静岡 朝17 ◆ 静岡大・常葉大の学生が川根高生に大学生活を紹介するオンライン講座を開催

2/25 静岡 朝3 ● 国公立大２次試験開始　静岡大前期日程：志願者2715人

2/26 毎日 朝26 ● 人文社会科学部・研究科 学生　山下さん 『しずおかキャンパる』自転車旅についてコラム掲載

2/25 静岡 朝25

2/28 中日 朝28

卒業制作展を開催　学生30人の制作、研究作品が並ぶ

▲ 光医工学研究科 ロシアのウクライナ侵攻を受け、現地に残る家族を案じ国際社会に支援を訴える
研究員

グナチュークさん

鈴木修名誉博士 企業を成長させ、社会貢献も果たした経営者に贈られる「渋沢栄一賞」受賞

▲ 静岡大、文理融合の新学部「グローバル共創科学部（仮称）」の設置を検討

▲ 国公立大2次試験　静岡大4.1倍

▲

▲

2022年　２月



種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

1/4 静岡 朝3 ◆

1/5 静岡 朝1 ▲

1/5 静岡 朝3 ▲ 工学部・専攻 喜多隆介学部長 浜松キャンパス100周年　『自由啓発』の理念 脈々

工学部・専攻 学生

情報学部・専攻 小寺さん、盧さん

1/5 静岡 朝26 ◆ 防災総合センター 静岡県と連携して実施する「ふじのくに防災フェロー養成講座」2022年度受講生募集

1/6 静岡 朝24 ▲ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 『時評』海底火山「福徳岡ノ場」の噴火による軽石漂着の影響懸念

人文社会科学部・研究科

理学部・専攻

1/8 静岡 朝21 ▲ 教育学部・研究科 小和田哲男名誉教授 今川氏の居館「今川館」をテーマにしたシンポジウム『今川館の姿にせまる』を開催

1/8 静岡 朝21 ◆ 理学部・専攻 植物生化学研究室 富士宮市と連携し世代間の情報格差解消に向けた実態調査を実施

1/9 中日 朝1 ■ 工学部・専攻
佐野吉彦准教授

学生　佐藤さん
人工透析患者の血液データを基に、適切な治療方法を提示するシステムを開発

1/9 静岡 朝18 ◆

「New Universal

Act」

代表　藤本さん

手作りの「防災すごろく」を使った授業を静岡市内の小・中学校で実施

1/11 静岡 朝1 ◆
静岡大ふじのくに海洋生物

化学研究所
笹浪知宏 農学部教授 久々生海岸の「コアマモ」群生保全についてコメント

1/12 静岡 朝27 ▲ 人文社会科学部・研究科 楊海英教授 『時評』モンゴルの中国牽制について解説

1/13 静岡 朝27 ●

「New Universal

Act」

理事長　藤本さん

県内の高校生と大学生が地域と連携しながら防災や減災意識向上のために活動する団体「New Universal

Act」が静岡市よりNPO法人認証を受けた　高校生と大学生が設立したNPO法人の認証は市内初

1/16 静岡 朝17 ◆ 単位互換授業「ふじのくに学」が開かれ、オンライン形式の伊豆観光授業に6大学約50人が参加

1/18 中日 朝13

1/19 静岡 朝21

1/21 毎日 朝21

1/19 朝日 朝3 ▲ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 トンガ諸島の噴火の今後の見通しについてコメント

1/20 中日 朝14 ◆ 工学部・専攻 大多哲史助教
静岡大と中日新聞の連携講座で「磁性ナノ粒子の磁化機構解明～がん診断治療技術への応用を目指して」

と題し講義

1/23 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』コロナ禍の受験シーズンについてコメント

1/24 朝日 朝21 ● 静岡大学吹奏楽団 第55回県管打楽器アンサンブルコンテスト大学の部でクラリネット6重奏が最優秀の朝日新聞社賞受賞

1/24 静岡 朝2 ▲ 国公立大2次試験願書受付開始　入試課担当者が一つ一つ確認

1/24 日経 朝16 ▲ 情報学部・専攻 高口鉄平教授 SNS規制に必要な視点について解説

1/25 静岡 朝18 ◆ 教育学部・研究科 附属静岡中学校 ジヤトコと共に、架空の企業で海外進出案を考える授業「アジア工業進出プロジェクト」を実施

1/28 毎日 朝15 ● 教育学部・研究科 藤井元貴研究室 令和3年度ぼうさい甲子園で優秀賞を受賞　「考える防災」をテーマに教材の価値初、普及を進めてきた

1/28 毎日 朝20 ● 人文社会科学部・研究科 学生　小森さん 『しずおかキャンパる』「航海するよう生きる」コラム掲載

1/29 中日 朝25 ▲ 静岡大2次試験出願状況

1/29 静岡 朝21 ◆ 教育学部・研究科 塩田真吾准教授 民間団体と共同開発した教材が浜松市の「市情報モラル指導カリキュラム」に導入

1/29 静岡 朝22 ▲ 教育学部・研究科 後藤友香理講師 『この人』文化資源を舞台にコンサートを企画

1/30 静岡 朝19 ▲ 国際連携推進機構 高丸理香特任准教授
県内大学の留学生の就職支援を手掛けてきた「ふじのくに留学生就職促進プログラム」委託期間終了につ

いてコメント

1/25 静岡 朝19

1/31 中日 朝8

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

12/1 中日 朝27 ▲
新型コロナ変異株「オミクロン」拡散を受け外国人の入国禁止

大学は対応に追われる

12/1 中日 朝14 ◆ 教育学部 附属浜松小 SDGｓに関わる総合的な学習の一環で、新聞についての出前授業が行われた

12/2 静岡 朝26 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 災害時の死者・不明者名公表についてコメント

12/2 中日 朝12 ◆ 理学部 大吉崇文准教授 静岡大と中日新聞の連携講座で、「ALSやガンの原因となる特殊なDNA」をテーマに講義

12/3 静岡 朝11 ▲ 教職センター 松尾由希子准教授 学校教育現場での性多様性の学習について、現状や課題を語る

◆ 浜松RAIN房
音楽が持つ力や不思議さをテーマにした講演会「なぜ人は”音楽する”のか？－ミュージッキングの科学－」

を浜松キャンパスで開催

人文社会科学部・研究科 大原志麻教授
中世の欧州で飲まれていたビールを静岡県産「ヤチヤナギ」を使用して再現するプロジェクトが始動

ノーベル賞級の人材輩出を目指す新しい研究拠点を2023年度以降に整備予定

施設命名権（ネーミングライツ）を初めて導入

東芝キヤリアとの契約で浜松キャンパス教室を「TC Room24」と命名
◆

両学部の前身：旧制静岡高創立100年記念事業の一環でコロナ禍や自然災害に関係した研究結果や知見をま

とめた冊子を発刊

1/5 静岡 朝15 ●

1/7 静岡

2021年　12月

2022年　1月

浜松キャンパス100周年　学生紹介

朝21 ◆ 同窓会



掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

12/3 読売 朝30 ◆ 情報学部
遠山紗矢香講師

学生　田中さん

「IT教育支援ボランティア」として希望する浜松市内の小中学校に情報学部の学生を派遣し、コンピュー

タ学習をサポート

12/3 静岡 朝29 ■ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 南伊豆・西伊豆の漁港で軽石の漂着を確認　注意を呼び掛け

12/3 静岡 夕3,4 ■ 工学部 有田祥子助教 「折り紙」を科学的に研究する「折紙工学」で人工衛星の機能向上に貢献

12/4 中日 朝16 ◆ 自動車をオフィスや居住空間として活用する方法を考えるワークショップに静岡大大学院生が参加

12/6 静岡 朝18 ●
静岡大学生防災ネット

ワーク

防災に携わる全国の学生団体がオンラインで交流する「全国学生防災シンポジウム」を静岡市を主会場に

開催

12/6 朝24 今野喜和人名誉教授

12/22 朝23 平野雅彦客員教授

12/6 静岡 朝16 ●
ボランティアサークル

響

大学生のボランティア団体などでつくる「静岡学生献血推進委員会」が全国学生クリスマス献血キャン

ペーン活動を実施

12/6 朝日 朝21 ▲ 人文社会科学部 川瀬憲子教授 清水区桜ヶ丘病院移転問題についてコメント

12/8 静岡 朝1 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 コロナを機に激変する地域防災の在り方についてコメント

静岡 朝9

中日 朝10

12/10 静岡 朝21 ◆ 情報学部 杉山岳弘研究室
「天浜線フォント」の改訂版を公開

新たに制作した漢字750字を含む計972字が公式HPでダウンロード可能

12/11 静岡 朝9 ◆ 工学部 森下祐一准教授 「光産業セミナー」で光による計測方法を学ぶ講義の講師を務める

12/11 静岡 朝19 ◆ 教育学部 附属特別支援学校 静岡市の高校で特別支援学校高等部の生徒との交流活動を実施

12/11 毎日 朝26 ■ 教育学部 藤井基貴研究室 優れた防災教育を顕彰する2021年度ぼうさい甲子園で「優秀賞」受賞

12/12 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』新変異株・オミクロンについてコメント

12/14 読売 朝32

12/17 静岡 朝23

12/14 中日 朝13 ● 東海学生駅伝対校選手権大会で8位　東海学生女子駅伝対校選手権大会で6位

12/15 静岡 朝21 ● 人文社会科学部 学生　川合さん
川合さんが代表を務める、学生でつくる就職活動団体「エスキャリア」が就活に向けたマッチングイベン

トを開催

12/16 静岡 朝21 ◆ 情報学部 小暮悟准教授 静岡市内の高校で、大学で学ぶプログラミングについての出張講座を開催

12/17 毎日 朝18 ● 静大祭実行委員会 『しずおかキャンパる』第72回静大祭開催、対面とオンライン併用

12/17 読売 朝24 ■
静岡大公開シンポジウム「サクラエビの不漁どこまで明らか：駿河湾の海洋環境と生態系を探る」21日開

催

12/22 静岡 朝30 ■ サステナビリティセンター 鈴木利幸特任助教 最近の資源回復傾向と人口養殖技術確立の必要性について発表

12/20 中日 朝8 電子工学研究所 脇谷尚樹教授

12/22 静岡 朝23 工学部

藤井朋之准教授

掘匡寛准教授

青山真大助教

12/21 中日 朝12 ▲ 『2021しずおかこの１年』静大と浜医大 統合・再編延期　静大内の合意形成が鍵

12/22 静岡 朝21 ▲ 日詰一幸学長 会長を務める静岡市市民自治推進審議会会合で2020年度に実施した市民参画手続きを審議

人文社会科学部 留学生　タオさん

農学部 学生　志知さん

12/23 静岡 朝21 ▲ 日詰一幸学長 会長を務めるNPO法人「フードバンクふじのくに」に静清信金が寄附

12/23 静岡 朝28 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 『時評』デジタル技術の浸透により防災分野に起きつつある様々な変化についてコメント

12/23 中日 朝15 ◆ 情報学部 遠藤正之教授 静岡大と中日新聞のオンライン連携講座で、「金融情報システムの障害にどう向き合うか」と題して講義

12/25 読売 朝25 ■ サステナビリティセンター 鈴木利幸特任助教
サクラエビ秋漁、昨秋の1.4倍　不漁は水温の低さが影響していると静岡大が報告

人工飼育技術の開発にも取り組む

12/26 静岡 朝22 ▲ 防災総合センター 吉田明夫客員教授 『提言 減災』災害時に"ことが生じない"ようにするための視点の転換についてコメント

12/28 静岡 朝17 ◆ 教育学部 熊倉啓之学部長
静岡大教育学部と藤枝市教育委員会が、教員の資質向上や学校教育の充実などを目的に連携協定を締結

締結書に署名し、教員研修や教員養成のさらなる充実について話した

12/22 静岡 夕3 ◆ 銀行でのインターンシップの一環で、食品会社の販路開拓に向けた越境ECサイトの開発に挑戦中

■ 電子科学の分野で顕著な業績を上げた研究者を表彰する「高柳賞」で記念賞を受賞

▲ 教育学部 平形精逸名誉教授 静岡市功労者表彰記念講演「文字文化の流れ」を開催

静岡 ■ 人文社会科学部

12/10 ◆ ヤマハ発動機の日高社長・静岡大OBを含む同社社員が浜松キャンパスで出張授業を実施

明治初期「静岡学問所」の外国人教師だった"静岡のクラーク"の来静150周年記念シンポジウムを企画・開

催 今野名誉教授がクラークの生涯を解説、平野客員教授らが座談会



種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

静岡 朝22

朝日 朝35

毎日 朝26

読売 朝35

中日 朝14

中日 朝35

11/3 読売 朝28 ◆ グリーン科学技術研究所 朴龍洙教授 静岡大と読売新聞が主催する連続市民講座で「感染症ウイルスを測る」と題しオンラインで講演

11/3 静岡 朝28 ▲ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 『時評』伊豆・大室山の内部構造について解説

11/3 静岡 朝28 ▲

清沢毅光名誉教授

畑俊明名誉教授

望月雄蔵名誉教授

秋の叙勲　瑞宝中綬章

11/4 静岡 朝21 ▲ 人文社会科学部 楊海英教授 『時評』中国資本が静かに日本に流入している現状について解説

11/4 静岡 朝23 ■ 防災総合センター 北村晃寿教授 熱海市伊豆山の土石流調査で、盛り土の出どころを小田原と推定

11/5 静岡 朝28 ■ 防災総合センター 北村晃寿教授
日本原子力研究開発機構等との共同研究で、静岡平野の堆積物を科学的に分析し、津波とそれ以外の作用

によってできた層を識別することに成功

11/5 静岡 朝18 ◆ 理学部 増沢武弘客員教授 静岡市主催で南アルプスで自然体験をする「森づくりツアー」で講師を務める

11/5 中日 朝7

11/9 静岡 朝3

読売 朝23

毎日 朝19

静岡 朝26

11/6 毎日 朝18 ● 人文社会科学部 学生　小川さん 『しずおかキャンパる』「父と話すこと」コラム掲載

11/7 中日 朝26 ■ 電子工学研究所 庭山雅嗣准教授 浜医大・メーカーと共同で「組織酸素飽和度」を正確に測定できるオキシメーター『TOE-20』を開発

11/8 中日 朝10 ● 静岡大学吹奏楽団 第69回吹奏楽コンクールで銀賞受賞　熱意込め「尽きせぬ想ひ」演奏

11/8 静岡 朝1 ■ 農学部
附属地域フィールド科

学教育センター
最先端技術を取り入れた未来型農業を研究する一環として、ドローンを活用した農場実習を進めている

11/10 静岡 朝27 ● 県内大学祭、対面開催戻る　「静大祭」は抽選に当たった学生に限定して実地開催

11/10 中日 朝13

11/13 読売 朝28

11/10 朝日 朝23 ▲ 人文社会科学部 鳥畑与一教授 横浜市のIR誘致に関する報告会で「カジノ構想の終焉」と題して講演

11/11 中日 朝12 ◆ 防災総合センター 今泉文寿教授 静岡大と中日新聞の連携講座で、土砂災害をテーマに登壇　実態や対策について講義

11/11 中日 朝14 ▲
男女共同参画の一環として、内閣府の女性に対する暴力をなくす運動に合わせ電子工学研究所棟を暴力根

絶の象徴の紫色にライトアップ

中日 朝3

日経 朝11

11/14 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』大学広報誌についてのコラム

11/17 朝日 朝2 ● 卒業生　高橋さん 『ひと』児童養護施設出身の厚生労働省職員

11/19 読売 朝30 ◆
「オンリーワン・ハイスクール事業」の一環で、静岡大大学院生の補助を受け県立焼津中央高校の生徒が

「PCR法」の実験を行った

11/20 静岡 朝23 ◆ 静岡大法制学会が東京大の谷口将紀教授を講師に招き、選挙制度改革についての講演会を開催

11/24 静岡 朝18 ▲ 人文社会科学部 白井千晶教授
白井教授ら有志が性暴力の根絶を訴える「フラワーデモ静岡」の集いが開かれた　性被害・加害のアン

ケートも実施中

11/24 静岡 朝18 ◆ 工学部 喜多隆介教授 工学・情報学専攻の大学院生対象の「産業イノベーション人材育成プログラム」発表会を開催

11/24 静岡 朝20 ■ 教育学部 武井敦史教授 『教育改革 核心を問う』継続的な9年間の学びの効果を高めるのに求められる教育についてコメント

11/25 静岡 朝29 ▲ 人文社会科学部 小二田誠二教授 三島由紀夫の遺作「豊饒の海」に登場した投光器について説明

11/25 中日 朝14 ● 硬式野球部 80㎞離れた静岡・浜松それぞれのキャンパスで練習に励む部員たちを取材

11/25 静岡 夕1 ◆ 国際連携推進機構 ライアン優子准教授 「ふじのくに留学生就職促進プログラム」の終了と支援の継続についてコメント

理学部

防災総合センター

理学部

防災総合センター

笹原恵教授

学生30人

「コミュニティ・地域再生論」の授業の一環で、浜松市の乾物店にヒアリングを行い、地域再生への学び

を深めた

11/11 ■ 人文社会科学部 中川訓範准教授
2020年2月の小中高等の一斉休校に新型コロナの感染拡大を抑える効果はなかったとの共同研究結果を発

表

11/24 中日 朝10 ◆ 情報学部

● 硬式野球部
東京六大学リーグや県内大学等が交流試合をする「第４回大学野球オータムフレッシュリーグin静岡」に出

場

11/6 ■ 北村晃寿教授
熱海市伊豆山で発生した土石流災害の被害を甚大化させたと見られる盛り土が神奈川県小田原市内から持

ち込まれた可能性があるとの調査結果を発表

11/6 日経 朝7 ■ 北村晃寿教授
日本原子力研究開発機構との共同研究で、静岡平野で約3500年前に起きた津波の堆積物を調査し、津波と

その他の洪水等による堆積物を区別することに成功

工学部 福原長寿教授 脱炭素化技術の共同研究を静岡ガスと進める契約を結ぶ

11/5 朝日 夕10
コロナ禍で、妊娠・出産現場にも影響が出ていることが助産師や周産期医療研究者がまとめたアンケート

で明らかに　白井教授も病院のリスク管理が孤立した妊娠・出産・子育てを招いていることを指摘
■ 人文社会科学部 白井千晶教授

■

11/2

2021年　11月

▲ 農学部 河岸洋和教授 紫綬褒章を受章　生物有機化学研究功績



掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

11/26 静岡 朝22 ◆ 情報学部 学生 情報学部学生が作成した焼津市内企業のPR動画発表会を開催

11/27 毎日 朝24 ● 人文社会科学部 学生　井上さん 『学生こらむ』四季を感じる

11/27 朝日 朝7 ▲ 情報学部 遠藤正之教授 みずほFCシステム障害についてコメント

11/28 静岡 朝19 ◆ 留学生 県内就職を希望する留学生対象の就職支援講座に参加

11/30 静岡 朝31 ▲ 新型コロナの新変異株を巡る水際対策強化で受け入れ準備保留に

11/30 中日 朝12 ▲ 理学部 増沢武弘客員教授 リニア工事を巡り、増沢客員教授を含む静岡市の評価協議会委員らが現地視察

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

10/6 静岡 朝24 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 『時評』「緊急安全確保」意味に応じた運用を

10/6 中日 朝12 ▲ 日詰一幸学長 静岡大・中日新聞連携講座の狙いや魅力を解説

10/7 静岡 朝9 ◆ 農学部 一家崇志准教授 家庭ごみの焼却処理で発生する「溶融スラグ」を肥料に使った酒米の収穫作業を酒造会社が実施

静岡 朝9

中日 朝15

10/10 中日 朝20

10/12 毎日 朝21

10/9 静岡 朝4 ● 学生　小川さん 参院補選啓発チームの委嘱式で県若者選挙パートナーを代表し挨拶

10/12 朝日 朝26 ● 静岡大学混声合唱団 関東合唱コンクールで銀賞

地域創造学環

人文社会科学部

10/14 中日 朝11 ◆ 浜松キャンパスで留学生向けインターンシップを実施した企業による報告会を実施

10/15 静岡 朝20 ◆
静岡大と焼津中央高が連携し、PDR法を用いた遺伝子診断の実習授業を実施　静岡大大学院生が講師とし

て参加

静岡 朝11

中日 朝14

10/16 朝26

10/29 朝32

中日 朝23

静岡 朝2

10/17 読売 朝28 ◆ グリーン科学技術研究所 朴龍洙所長 静岡大と読売新聞主催の連続市民講座で「感染症ウイルスを測る」と題してオンライン講演

10/17 中日 朝1 ▲ 防災総合センター 小山真人教授 原発事故と新型コロナで、政府対応に共通点があることを解説

10/17 中日 朝5 ◆ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』秋季入学式で学生たちに幅広く・深く学ぶことを呼び掛け

10/19 中日 朝14 ◆ 元教授　吉田さん 浜松市の小学校で「パズル」についての特別授業を実施

10/20 静岡 朝24 ◆
静岡大と松崎町が連携して進める「2030松崎プロジェクト」の中間発表会を実施

様々な分野の振興に向けて発足したチームが活動報告

10/20 静岡 朝24 ◆ 地域創造学環 学生 松崎町の中学校で生徒らと避難所運営ゲームに取り組む

10/20 静岡 朝39 ▲ 人文社会科学部 井柳美紀教授 衆院選と参院補欠選の「ダブル選挙」の動向について解説

10/21 静岡 朝27 ■ 電子工学研究所 庭山雅嗣准教授 静大・浜医大などが共同開発した、皮膚貼付型小型組織オキシメーター「TOE-20」を公開

10/21 静岡 朝20 ▲ 卒業生　石川さん 『この人』静岡大大学院を修了し青年海外協力隊としてルワンダに派遣

10/21 中日 朝17 ◆ 教育実践総合センター 岡本康哉特任教授 特別支援教育についての子育て講演会で講師を務める

10/23 静岡 朝19 ◆ 教育学部 加藤英明准教授 浜松市立高120周年記念式典で、人間と動植物の共存をテーマに記念講演

10/24 静岡 朝20 ◆ 人文社会科学部 白井千晶教授 里親月間に合わせた講演会で、「子どもと暮らす－不妊治療と里親制度」と題して講演

10/25 静岡 朝19 ●
静岡大ジャズフェノメ

ナ

「ネクストジェネレーション ジャズステージ」で、トッププロの指導を受けた学生らがエネルギッシュな

演奏を披露

情報学部

工学部

遠山紗矢香講師

本條晴一郎准教授
11/29 静岡 朝18 ◆ デジタルトランスフォーメーション(DX)の地域推進を考えるオンラインシンポジウムを開催

ドラフト会議について、プロ野球志望届を提出　二人はチームを支える投の二本柱

学生による就職活動支援団体「エスキャリア」の代表を務める

就職活動に向けたマッチングイベントを開催

硬式野球部

井出投手、石田投手

『漫画×みんなの選挙しずおか』争点をあるく／コロナ禍の学生

現在の学生の現状を話す

「魔法」をテーマにしたカフェをオープン　コロナ禍の外出自粛中に夢だった企業を決意

学生

片瀬さん、伊東さん

10/22 静岡 朝24 ● 人文社会科学部 『この人』静岡学生野球秋季リーグで最高殊勲賞に輝く
硬式野球部

西林捕手

10/18

10/22 静岡 朝38 ▲ 人文社会科学部

10/17 ● 硬式野球部 静岡学生野球秋季リーグで4度目の優勝を飾る　6戦全勝で15季ぶり

読売 ● 農学部 学生　南條さん

プロ志望コンビが静岡学生野球リーグで力投を見せる

10/12 静岡 朝1 ●
学生　稲垣さん、岡本

さん、沢村さん

朝18 ● 人文社会科学部 学生　川合さん

10/10 静岡 朝11 ●

10/8

● 工学部

10/10 静岡

衆院選立候補者の第一声を動画で視聴　県内大学生の本音は

静岡大 両キャンパスで秋季入学式を開催

ABP留学生らを中心に計89人が新たな一歩を踏み出す

▲ 学内システムを使い個人的な見解をメール発信したとして教授を口頭注意

硬式野球部

井出投手、石田投手

2021年　10月

●



掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

10/22 夕7

10/23 朝13

10/26 静岡 朝9 ◆ 工学部 喜多隆介学部長 静岡新聞社の定例会で「世界を変えた革新技術」をテーマに講演

10/26 静岡 朝21 ◆ 理学部 増沢武弘客員教授 県内の大学生を対象にした単位互換授業「ふじのくに学」で、南アルプスの自然をテーマに講義

10/26 静岡 朝17 ▲ 自然科学系林分全体のうち「注目度の高い論文」の割合は静岡大含む第3・第4グループでは近年増加傾向

10/26 静岡 朝14 ◆ 学生　石田さん 持続可能な社会を若者目線で考える「第１回静岡市SDGsユースサミット」に出演

10/28 静岡 朝32 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授
『時評』避難行動要支援者の避難のために「誰一人取り残さない」災害時版ケアプランの策定が必要だと

コメント

10/29 静岡 朝30 ● 教育学部 附属静岡中学校 衆院選の比例代表選を題材に各政党の政策を比較する授業に取り組む

10/30 朝日 朝33 ▲ 人文社会科学部 井柳美紀教授 女性の議会への参画についてコメント

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

9/1 静岡 朝24 ■ 教育学部 塩田真吾准教授 小学生向けにネットの情報モラルを伝える授業を開いた

9/1 静岡 朝26 ▲
科学技術振興機構（JST）が国際青少年サイエンス交流事業「さくらオンラインプログラム」の公募で静岡

大を採択

9/1 静岡 朝29 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 『時評』防災の日をきっかけに今後何をするか行動を始めるきっかけに

9/1 朝日 朝20 ▲ 工学部
『宗一郎と喜一郎18』若き日の本田宗一郎の救世主となったのは浜松高等工業学校（現静岡大学工学部）

だった

9/2 静岡 朝4 ◆ 現代教育研究所 藤井基貴准教授
防災を学ぶ静岡大の学生が小中高校の教員を支援する「水防災教育学生サポーター制度」を静岡河川事務

所が創設

9/2 静岡 朝23 ▲ 防災総合センター 小山真人教授
『時評』熱海で発生した土石流での関係機関の対応で、各機関でのリスク管理の情報共有の必要性につい

て言及

9/2 中日 朝26 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授
静岡県内の「防災の日」に合わせた総合防災訓練が今年も中止等となったことについて、地域単位での訓

練や12/5「地域防災の日」に合わせた訓練の必要性を指摘

9/3 中日 朝11 ◆ 静岡大の学生４人も交えて浜松市内の企業らが主導する「浜松イノベーションチャレンジ」が始動

9/5 中日 朝5 ▲ 農学部 稲垣栄洋教授 『社説』稲垣教授の著書「『雑草』という戦略」からの言葉を紹介

9/6 朝日 朝23 ● 静岡大学吹奏楽団 第76回東海吹奏楽コンクールで静岡大が最優秀の朝日新聞社賞を受賞し、全国大会へ出場を決める

9/8 静岡 朝20 ▲ 人文社会科学部 楊海英教授 『時評』タリバンの思惑と中国の関係についてコメント

9/9 静岡 朝18 ▲ 電子工学研究所

電子工学研究所の建て替え工事が完了

電子工学や光工学、メカトロニクスに関する総合研究施設で、研究成果と新技術の還元による社会貢献を

目指す

9/11 静岡 朝13 ▲
硬式野球部

石田さん・井出さん
全日本大学野球連盟にプロ志望届を提出　静岡大から同時に２人が志望届を出すのは初めて

静岡 朝18

中日 朝12

9/11 読売 朝25 ◆ 教育学部 塩田真吾准教授 読売新聞と静岡大が主催する連続市民講座で「ネットのリスクをどう教えるか」について講演

9/16 静岡 朝1 ◆ 情報学部 白井靖人教授
静岡大浜松キャンパスを拠点に県内外の留学生と県内企業をオンラインでつなぐ支援事業が開かれた

「優秀な留学生でも就活は未知の領域、きめ細やかな支援が必要」と白井教授は話す

9/18 中日 朝12 ▲ 電子工学研究所 SDGｓ週間に先駆けて17日からＳＤＧｓの目標にちなんだ17色のライトアップが始まった

9/19 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』米国同時多発テロから20年

9/24 静岡 朝15 ◆ サステナビリティセンター
社会の持続的な発展に向けて教員や学生が取り組む研究の情報交換会をオンライン開催し、地域と連携し

た5つのプロジェクトを紹介

9/25 読売 夕9 ◆ 教育学部 石原剛志教授 児童福祉の観点から、学童保育の体制の問題点についてコメント

9/26 静岡 朝17 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 東日本大震災から10年に合わせて実施した「東北スタディツアー」の報告会で講評を述べる

9/27 朝日 朝22 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 自宅付近にどのような土砂災害の危険性があるか各人が知っておくことが重要であるとコメント

9/27 毎日 朝26 ▲ 理学部 森下祐一客員教授 リニア問題の中間報告書案について、現地調査を提案

9/29 朝日 朝9 ▲ 人文社会科学部 鳥畑与一教授 大阪府のIR事業者決定について、IR誘致に反対の立場でコメント

9/29 静岡 朝26 ■
対面授業再開へ模索

夏休み中の緊急事態宣言時と重なり、中止となった教育実習の代替授業を後期以降に学内で実施予定

中日 ● 静岡大吹奏楽団

10/31 中日 朝1 ▲
学生

岡本さん　山口さん

秋季学位記授与式を浜松キャンパスで開催

アジアなどの留学生を含む学部生34人と大学院生50人が巣立つ
9/11 ●

2021年　９月

第76回東海吹奏楽コンクールで金賞　全国大会でも金賞を目指す

衆院選投開票　政治に関心を抱く若者の声



種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

8/1 中日 朝18 ▲ 工学部 吉村仁名誉教授 『学ぶ MEET　STEAM』「素数ゼミ」の研究

8/1 朝16

8/11 朝19

8/3 静岡 朝26 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 熱海市で発生した土砂災害の要因「盛り土」「長時間雨量」について解説

8/4 静岡 朝20 ▲ 教育学部 杉﨑哲子教授
高校生向けに「書とプログラミング」をテーマにした講座を開催

書の表現をAIで診断する講義で手書き文字の魅力や可能性を伝える

8/5 静岡 朝21 ■ 人文社会科学部 留学生
東南アジア５カ国の県内大学に通う留学生が各国の文化や祭事を日本語で紹介する講演会をオンライン開

催

8/5 中日 朝9 ▲ 留学生向けの就業体験説明会を静岡大浜松キャンパスで開催

「天浜線フォント夏祭り2021」を開催

天浜線の特徴的な古い書体のデジタルフォント化を進めている杉山研究室が企画

8/8 読売 朝26 ▲ 学生　松本さん
女性目線で街づくりに取り組む団体「ふじえだガールズ・ミーティング」のメンバーとして地元紹介のCM

作りなどに関わる

8/9 静岡 朝19 ◆ 国際連携推進機構
ダリウス・グレニジ特

任教授
アジアブリッジプログラム(ABP)の一環で静岡大の留学生らに県立大学長が特別講演

8/10 静岡 朝19 ◆ 情報学部 学生
焼津市と静岡大が連携し市内企業のPVを制作

情報学部の学生がインターンシップに参加し企業の魅力を10分で紹介する動画を作る

8/10 毎日 朝22 ▲ 日詰一幸学長 浜医大との再編統合会議に初出席　統合再編を前提に学内で議論

8/10 静岡 朝18 ▲ 「静岡時代」編集部 新型コロナウイルスワクチン接種をテーマに静岡県職員に静岡大生が質問する動画を公開

8/12 読売 朝26 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 災害時の所在不明者の氏名公表手順についてコメント

8/13 静岡 朝16 ◆
静岡大と松崎町が連携した「2030松崎町プロジェクト」の一環で地域の再生エネルギーについて考える

ワークショップを開催

8/15 中日 朝19 ▲
学生団体「SHIZUDAI

REAL」
「ふたつでひとつ」浜医大との再編統合問題の中、学生同士の結束を呼び掛ける動画を作成し公開

静岡 朝25

中日 朝10

8/20 静岡 朝1 ■ 工学部 能見公博教授
2018年秋に宇宙空間に放出された超小型人工衛星「てんりゅう」が大気圏に再突入　未達成のミッション

は後継機へと伝承

8/20 日経 朝16 ■ 工学部 能見公博教授
宇宙空間で超小型人工衛星「STARS-EC」からワイヤーを伸ばしたり巻き取ったりする実験に成功　世界

初の成果で、宇宙ごみの回収や「軌道エレベーター」の実現に活かす

8/21 朝日 朝3 ◆ 情報学部 遠藤正之教授 みずほFGの再度のシステム障害要因についてコメント

8/22 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』静岡県内の新型コロナウイルス感染状況についてコメント

8/23 静岡 朝6 ▲ 理学部 三重野哲教授 『科学者の本棚』「アストロバイオロジー 地球外生命の可能性」を紹介

8/23 朝日 朝23 ▲ 人文社会科学部 戸部健教授
旧制静岡高校時代の資料の保存・活用を目指す「大学アーカイヴスプロジェクト」を進める　将来的には

学外への公開も視野に

大原志麻教授 中世欧州で愛飲されていた「グルートビール」を再現

ゼミ生 農学部教授も加わり、文理協働で復元に取り組む

8/26 静岡 朝22 ◆ 農学部 静岡大農学部と裾野市・須山東富士農事組合が特産化を目指し栽培する「キヌア」の脱穀作業を実施

8/28 静岡 朝20 ◆ 教育学部 塩田真吾准教授
藤井教授が講師となり、道徳と防災教育を組み合わせた「防災道徳」についての教諭向けオンライン研修

会を松崎町が開催

8/29 読売 朝26 ◆ 教育学部 塩田真吾准教授
読売新聞と静岡大主催の第３回連続市民講座がオンライン開催され、塩田准教授が「ネットのリスクをど

う教えるか」と題して講演

8/30 中日 朝21 ■ 浜松キャンパスでアマモを利用した最先端の研究が始動

8/31 中日 朝27 ■ 理学部 徳元俊伸教授 生物のゆりかごとなるアマモの再生を目指し研究

静岡 朝20

中日 朝12

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

7/1 静岡 朝20 ▲ 理学部 塚越哲教授 『この人』キャンパスミュージアム館長として改修を進め、展示構成や内容を一新

7/1 中日 朝32 ▲ 学生と教職員対象に7月末より新型コロナワクチン接種へ

8/31 ◆ 静岡・浜松両キャンパスで新型コロナウイルスワクチンの大学拠点接種を開始

スズキとの共同研究で、まぶしいと感じる時の脳内の反応を解明

まぶしさの感覚を客観的に把握できるようになり安全運転技術への活用が見込まれる
8/17 ■ 情報学部 宮崎真教授

8/25 静岡 朝1 ■ 人文社会科学部

◆ 情報学部 杉山岳弘研究室

静岡 ▲ 藤枝市と包括連携協定を結ぶ県内６大学合同で講座や学校説明会を開催

2021年　７月

2021年　８月

8/8 中日



掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

浜松市の小学校でプログラミング教室を開催

児童が大学生の手ほどきを受けながらプログラミング作業に挑戦

7/2 静岡 朝4 ▲ 理学部 森下祐一客員教授 リニア工事問題に関する国交省専門家会議でデータ公表の在り方についてコメント

7/2 静岡 朝9 ■ 工学部 菊池将一准教授 ヤマハ発動機・東京電機大との共同研究で、チタン合金の短時間での窒化プロセスを開発

7/2 日経 朝42 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 自治体が出す避難勧告が廃止され「避難指示」へ一本化された課題についてコメント

7/2 静岡 朝19 ▲ 教育学部 杉山康司教授
日帰りの準高地トレーニングで数日後に無酸素性運動のパフォーマンスが向上することを確認、裾野市で

中間報告

7/4 朝日 朝2 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 熱海市で発生した土石流について解説

熱海市の土石流発生現場入りし調査

全国の同様の急傾斜地で安全性を再確認する必要性を強調

7/4 読売 朝30 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授
土砂災害の危険性を把握するために、ハザードマップのほかに気象庁のサイト『キキクル』の活用につい

てコメント

7/5 静岡 朝17 ▲
学生団体SHIZUDAI

REAL
静岡・浜松両キャンパスの学生がプロモーション動画を作成し動画投稿サイトで発信

7/5 静岡 朝20 ◆ 理学部 近田拓未講師 『科学者の本棚』　「エネルギー問題の誤解　いまそれをとく」を紹介

7/6 静岡 朝1 ▲ 農学部 今泉文寿教授 熱海市で発生した土石流について盛り土の影響についてコメント

7/6 読売 朝30 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 熱海市で発生した土石流災害で所在不明者の公表についてコメント

7/6 日経 朝33 ▲ 農学部 今泉文寿教授 熱海市で発生した土石流災害の発生原因についてコメント

7/6 静岡 朝16 ◆ 教育学部 附属島田中学校 島田市作業振興協会の協力で生徒にお茶の入れ方教室を開催

7/6 静岡 朝17 ◆
ボランティアサークル

「響」
商業施設での献血キャンペーンで協力を呼びかけ

7/7 静岡 朝28 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 『時評』　「フェーズフリー」を防災に取り入れることについて解説

7/8 静岡 朝4 ▲

7/8 毎日 朝23 ▲

7/8 静岡 朝29 ▲ 防災総合センター 小山真人教授 富士山ハザードマップ改訂版について解説

7/9 静岡 朝19 ◆ 静岡大生に静清信用金庫より奨学生認定書授与

7/10 中日 朝24 ▲ 防災総合センター 小山真人教授 熱海市の土石流発生について起点部の調査を実施した知見からコメント

7/10 静岡 朝1 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 『識者評論』熱海の土石流発生について「極めて特異な災害」と解説

7/10 静岡 朝24 ■ 地域創造学環 学生
フィールドワーク報告会実施

県内各地で取り組む地域活性化や教育、防災対策などの活動を発表

7/11 静岡 朝29 ▲ 防災総合センター 吉田明夫客員教授 『提言/減災』茂木清夫先生の研究の意義について解説

7/11 朝26

7/21 朝30

7/11 静岡 朝21 ◆ 教育学部 芳賀正之教授
静岡市の公開講座「ものづくりプラモデル大学」で「静岡市は、なぜ模型の世界首都なのか」と題して講

演

7/11 静岡 朝21 ◆ 子ども対象の「リフレッシュ理科教室」で静岡大の教授らが実験や工作を指導

7/13 静岡 朝19 ◆ 農学部
藤枝フィールド

学生　高橋さん

藤枝フィールドで研究栽培した3種の果実を使用したジャムが英国開催のコンテストで金賞に輝く

受賞を受け新たな瓶のラベルを農学部高橋さんがデザインし販売予定

7/13 静岡 朝1 ▲ 防災総合センター 北村晃寿教授 熱海市で発生した土石流の起点付近の産業廃棄物と見られる異物を確認、現地の様子についてコメント

7/13 中日 朝14 ● 人文社会科学部 学生　天野さん 静岡大の魅力発信を目指す学生グループ『SHIZUDAI REAL』のリーダーとして活躍

7/14 静岡 朝11 ▲ 教育学部 塩田真吾准教授 『教育改革 核心を問う』子どもに電子機器の扱いを指導する上での課題や対策について解説

7/14 静岡 朝28 ▲ 人文社会科学部 楊海英教授 『時評』対中非難声明の見送りについて解説

7/16 静岡 朝26

7/16 読売 朝34

7/16 中日 朝26

7/17 朝日 朝25

7/18 静岡 朝21 ◆ 教育学部
占部史人講師

学生　福宮さん
文化プロジェクト「Art@東静岡」の企画展で空間芸術作品を出品

7/19 静岡 朝22 ▲ 理学部 日下部誠准教授 『科学者の本棚』　「淡水魚保全の挑戦 水辺のにぎわいを取り戻す理念と実践」を紹介

7/20 静岡 朝18 ◆ 地域創造学環 金融経済教育の一環で清水銀行頭取が講義

7/20 静岡 夕2 ◆ 工学部 学生　鈴村さんら
浜松市のベンチャー企業に協力しクレープ生地を自動的に焼き上げるロボットの小型化に成功　営業にも

貢献

7/21 静岡 朝18 ◆ 教育学部 田宮縁教授 静岡市の高校で、研究論文を書く意義や手法を学ぶ授業を実施

7/22 静岡 朝21 ◆ 教育学部 山本隆太准教授 県内の教員対象に「水防災講座」を実施　教員免許状更新講習会の一環

7/25 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』新型コロナワクチン接種についてコメント

7/26 毎日 朝24 ▲ 農学部 今泉文寿教授 委員長を務める県逢初川土石流災害対策委員会の助言で、静岡県が警察などの活動を中止する基準を設定

7/26 中日 朝9 ◆ 工学部 戸田三津夫准教授 秋の花粉症の原因となるオオブタクサをボランティア・知人と共に駆除

7/27 静岡 朝2 ◆ 地域創造学環 学生　辻さんら 御前崎市でフライングディスクを生かした地域振興の可能性を模索

熱海市の土石流発生現場の調査報告

水分の多い盛り土と急勾配の地形が被害を甚大化させたことを示唆
■ 防災総合センター 北村晃寿教授

読売 ◆ 工学部 鳴海哲夫准教授 静岡大・読売新聞主催の市民講座で「化学のチカラで感染症に立ち向かう」と題して講演

熱海市で発生した土石流の二次災害防止に向け、今泉教授を委員長とする災害対策検討委員会で協議農学部 今泉文寿教授

7/1 静岡 朝20 ◆ 情報学部 学生

静岡 朝17/5 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授



掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

中日

静岡

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

6/2 静岡 朝20 ◆ 農学部 演習林の教員 静岡大教授らの指導のもと、浜松市の小学校で「自然観察教室」を実施

6/2 読売 朝22 ▲ 日詰一幸教授 静岡大読売講座／日詰学長インタビュー リスクへの備え 考える

6/2 中日 朝13 ▲

6/3 静岡 朝18 ▲

6/4 静岡 朝20 ◆ しずおか焼津信用金庫から学生にうどん乾麺2360食分の無料配布を受ける

6/5 静岡 朝31 ▲ 防災総合センター 小山真人教授 富士山噴火警戒レベル基準公表について解説

6/5 読売 朝22 ◆ 教育学部 村越真教授

6/19 読売 朝22 ◆ 教育学部 村越真教授

6/7 静岡 朝19 ▲ 理学部 松本剛昭准教授 『科学者の本棚』　「探求する精神 職業としての基礎科学」を紹介

6/7 静岡 朝23 ▲ 人文社会科学部 井柳美紀教授 静岡県知事選について解説

6/10 静岡 朝19 ◆ 教育学部 村越真教授 教育学部附属幼稚園で公開講座を実施　子どもの遊びと安全の両立方法を紹介、親子連れが受講

6/10 静岡 朝25 ▲ 防災総合センター 牛山素行教授 『時評』避難情報ガイドラインについて解説

6/10 読売 朝25 ▲ 人文社会科学部 川瀬憲子教授 コロナ禍の静岡県政について解説

6/13 静岡 朝18 ◆ 農学部 一年生 高校生と共同で「清沢の棚田」で田植え作業を体験

6/13 静岡 朝29 ■ 工学部 能見公博教授 超小型人工衛星「三光」、宇宙エレベーターやデブリ除去に向けた実験が順調

6/13 中日 朝10 ▲ 留学生の地元での就職を応援する「留学生の就職地域定着戦略会議」が浜松キャンパスで開催

6/16 朝日 朝7 ▲ 情報学部 遠藤正之教授 みずほ銀行のATM障害についてコメント

6/21 静岡 朝17 ● 静岡STEMアカデミー 「静岡STEMアカデミー」の中学生が国際会議にオンラインで参加し、英語で研究成果を発表

6/22 静岡 朝16 ▲ 学生　赤田さん 「しずおか教師塾」の第12期生卒塾式で卒塾後の決意を語る

6/23 静岡 朝11 ▲ 教職センター 加藤靖特任教授 『教育改革 核心を問う』中学校で制服改革に着手した経験を語る

6/24 中日 朝28 ▲ 情報学部 笹原恵教授 夫婦別姓を認めないとした最高裁決定について解説

6/25 毎日 朝18 ▲ 日詰一幸学長 『しずおかキャンパる』今後の抱負を語る

6/27 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』静岡県知事選挙について解説

6/27 静岡 朝21 ▲ 人文社会科学部 本多隆成名誉教授 今川家の菩提寺が所蔵する古文書約6千点の調査報告会で成果を報告

6/28 静岡 朝17 ▲ 理学部 佐藤慎一教授 『科学者の本棚』　「森川海の水系－形成と切断の脅威」を紹介

6/30 静岡 朝21 ◆ 教育学部 附属島田中学校 ユネスコの無形文化遺産に登録されている「人形浄瑠璃文楽」の出前講座が開かれる

6/30 静岡 朝28 ▲ 静岡キャンパス・浜松キャンパスで教職員と学生に新型コロナワクチン接種実施を計画していると発表

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

5/3 静岡 朝5 ▲ 理学部 守谷誠講師 『科学者の本棚』　地下鉄サリン事件を扱った「アンダーグラウンド」を紹介

5/7 静岡 朝18 ◆ 教育学部 附属特別支援学校 静岡ロータリークラブよりイヤホンマイク付きインカム10台と工業用扇風機8台の寄贈を受ける

5/7 静岡 朝25 ■ 教育学部 塩田真吾研究室 親子でスマートフォンの安全な使い方を学んでもらうためのリーフレット教材を民間企業と共同開発

5/9 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』学長就任1カ月

5/10 静岡 朝13 ▲ 理学部 木村杏子准教授 『科学者の本棚』　「怠け数学者の記」を紹介

5/12 静岡 朝26 ▲ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 『時評』富士山ハザードマップ改訂版の主要ポイントを紹介

モーター研究で静岡大産学連携奨励賞受賞

県内外の企業との共同研究は12件を数える

5/11 朝日 朝20

5/12 毎日 朝18

5/13 静岡 朝24 ◆ 人文社会科学部 楊海英教授 『時評』諸民族の声に対応を

7/31 朝30 ▲ 日詰一幸学長 「浜松地区大学再編・地域未来創造会議」に学長就任以来初めて出席

喜多隆介工学部長

笹原恵情報学部長

県との共同企画で「南アルプスの自然展」を実施

南アルプス周辺の岩石や風景写真などを常設展示し豊かな自然を紹介

読売新聞と静岡大学共催の連続市民講座でリスクマネージメントについて講演

工学部

情報学部
浜松キャンパス100周年記念事業の一環で、初代校長ゆかりの「関口バラ」を植樹

6/5 静岡 朝24 ◆ キャンパスミュージアム

天竜浜名湖鉄道の駅名看板に残る手書き文字を学生とともに「天浜線フォント」として電子化
杉山武弘教授

学生

中日 朝16 ▲ 工学部 青山真大助教

● 情報学部

5/8 静岡 朝18 ▲ 学生サークル「一煎」

5/12

「常盤朝市」を盛り上げようと学生ブースを出展

「一煎」は茶農家の農作業手伝いや地元事業者と連携した商品開発、お茶に関する学術研究時取り組む農

学部学生中心のサークル

2021年　５月

2021年　６月



掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

5/13 静岡 朝23 ■ 地域創造学環 市の軽自動車税納付啓発ポスターを静大生がデザイン

5/14 読売 朝26 ◆ 地域創造教育センター 静大×読売新聞の連続市民講座が6/5より全5回の日程で開始

5/15 中日 朝14 ▲ 教育学部 加藤英明講師 SBSテレビ「テレビ寺子屋」出演

5/15 静岡 朝19

5/20 中日 朝17

5/17 静岡 朝19 ▲ 『科学者の本棚』　「世界を変えた50人の女性科学者たち」を紹介

5/17 静岡 朝19 ▲ 地質時代の呼び名の一つ「チバニアン」の申請チームを率いる

5/23 中日 朝27 ▲ 人文社会科学部 井柳美紀教授 『識者に聞く』静岡県知事選の争点についてコメント

5/24 静岡 朝5 ▲ 理学部 塚越哲教授 『科学者の本棚』　「個体発生と系統発生」を紹介

5/25 静岡 夕3

5/25 中日 夕7

5/26 中日 朝26

5/26 中日 朝14 ▲ 静岡市が新型コロナ感染予防呼びかけを強化、静岡大静岡キャンパスで学生にチラシ配布

5/29 毎日 朝24 ▲ 学生 片山寮について

5/29 読売 朝23 ◆ 教育学部 田宮縁教授
日本平動物園で人気のオランウータンを主人公にした電子書籍「SDGｓデジタル絵本」を元園長と共に作

成　日本平動物園ウェブサイトより誰でも無料で読める

5/30 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』コロナ禍のフードバンクについて

5/31 静岡 朝17 ▲ 理学部 嘉規香織准教授 『科学者の本棚』　「ネコと遺伝学」を紹介

種別表示　● 教育･学生　■ 研究　◆ 地域連携･社会貢献　▲その他(管理運営等)　（内容によっては、表示以外の種別にも関連のある場合もあります。）

掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

静岡 朝28

朝日 朝21

中日 朝12

中日 朝24

4/2 静岡 朝21 ▲
静岡大キャンパスミュージアム（静岡キャンパス）がリニューアル

入場無料で誰でも観覧できる

4/2 朝22

4/9 朝11

4/3 朝日 朝25 ■ 教育学部 塩田真吾准教授 LINEみらい財団と共同で災害時の情報リテラシーを学ぶ「情報防災訓練」の教材を開発

4/5 静岡 朝16 ▲ 留学生が信用金庫で就業体験

4/5 静岡 朝19 ● 静岡大 代表15人で入学式　式典をライブ配信　2644人が入学

4/5 静岡 朝20 ▲ 理学部 三井雄太准教授 『科学者の本棚』　「巨大地震の科学と防災」を紹介

4/9 静岡 朝20 ▲ 地域創造学環 清水銀行の役職員が地方再生をテーマに講義する静岡大の連続講座が始まる

4/11 中日 朝5 ▲ 日詰一幸学長 『静岡発こう読む』新入生を迎えて

4/13 静岡 朝29 ■ 工学部 水嶋祐基助教 原子力の将来技術に関する研究で公募研究に採択される

4/14 静岡 朝11 ▲ 人文社会科学部 井柳美紀教授 『教育改革 核心を問う』主権者教育のポイントについてコメント

4/16 中日 朝26 ▲ 統合再編に「反対」　静大卒業生が署名

静岡 朝1

静岡 朝26

中日 朝30

4/19 静岡 朝7 ▲ 理学部 森田健准教授 『科学者の本棚 静岡大サイエンスカフェから』　「ポプラディア大図鑑 宇宙」を紹介

4/19 静岡 朝19 ▲ 未来社会デザイン機構 小山真人教授 富士山ハザードマップ改訂版の変更ポイント等についての公開講座を実施

4/21 静岡 朝9 ◆ 学生支援センター 宇賀田栄次教授 人材育成連携継続を　中部地域経営会議で議論

4/22 静岡 朝17 ◆ 地域創造学環 学生　渡辺さん 静岡市葵区の健康増進施設の開業20周年記念ロゴマークをデザイン

4/22 静岡 朝4 ▲ 理学部 森下祐一客員教授 リニア工事問題の国交省専門家会議で議論とりまとめの在り方についてコメント

4/22 朝日 朝23 ▲ 人文社会科学部 橋本誠一教授 1945年以降の資料を分担編纂し「希望を拓く～静岡県民の社会運動史」完成

4/25 静岡 朝20 ◆ 学生
松崎町石部の棚田で田植えに向けて水田を整備する恒例の「あぜ塗り」開催

町内外のオーナーや大学生らが汗を流す

『科学者の本棚 静岡大サイエンスカフェから』

「ポプラディア大図鑑 宇宙」を紹介

雨森聡准教授

学生　藤井さん

4/28 中日 朝2 ▲ 情報学部 笹原恵教授 静岡大で女性として初の学部長に就任　研究テーマはジェンダー

岡田令子准教授

卒業生　岡田誠さん
理学部

◆ 地域創造学環
地域課題解決に向けたフィールドワークの一環で御前崎市にフライングディスクを活用した地域活性化策

を市長に提案

▲ 大学HPのお問い合わせフォームに爆破予告

川崎和也特任助教

学生　島田さん

子ども部屋を考える際のポイントを解説

テリトリーの尊重が重要　まずはその子専用の「コーナー」の設置を

静岡キャンパスの学生がコロナ禍の大学生活を紹介する冊子「大学生による暮らしのヒント集－コロナ禍

での静大生活2020」を作成　全学入試センターホームページからダウンロード可能
4/25 中日 朝12 ◆ 全学入試センター

4/26 静岡 朝5 ◆ 理学部 石原顕紀准教授

リニア工事による大井川の流量減少問題等について有識者会議でコメント

静岡 ▲ 教育学部 外山知徳名誉教授

4/2 ▲ 日詰一幸学長 学長就任記者会見で抱負「対話で着地点見出す」

4/18 ▲ 理学部 森下祐一客員教授

2021年　４月



掲載日 新聞社 面 種別 部局等 教職員名等 記事内容

4/28 静岡 朝11 ■ 人文社会科学部 本庄淳志ゼミ 社会人経験を経て大学で学びなおす「リカレント教育」実施

静岡 朝22 神藤正士名誉教授

中日 朝6 鈴木武彦名誉教授

中日 荻田正巳名誉教授

4/29 静岡 朝25 ▲ 防災総合センター 岩田孝仁特任教授 『時評』新型コロナまん延から1年　「正しく恐れる」説明を

4/29 静岡 朝27 ▲ 理学部 増沢武弘名誉教授 『大井川とリニア 私の視点』「貴重な自然は国民の財産」と強調

春の叙勲　受章4/29 ▲


